
▼

 １   平面上の外分点の座標

平面上において，２点 A(x1，y1)，B(x2，y2)を結ぶ線分 ABをm：nに外分する点の座標は，

　　　　　(  　　　　　       ，   
　     　　　　　)　

となります。

　　　　２点 A(－ 1，3)，B(4，5)を結ぶ線分 ABを 2：1に外分する点 Pの

 x座標は，x＝　　　　          　　　　　　　＝9

 y座標は，y＝　　　　         　　　　　　       ＝7

よって，P(9，7)　
    
外分点

 ２  三角形の重心とは？

△ ABCの各頂点と向かい合う辺の中点を結ぶ線分を中
ちゅう
線
せん
といい，

３つの中線は１点 Gで交わります。
その交点 Gを△ ABCの重

じゅう
心
しん
といいます。

重心 Gは，それぞれ中線を２：１に内分しています。

　　　内分点の座標

　　　内分点の座標

外分点の座標について考えよう。
そして，三角形の重心の座標の求め方を学習し，
実際に重心の座標を求めてみよう。

平面上の外分点の座標
三角形の重心とは？
三角形の重心の座標の求め方
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第２章　図形と方程式「座標と直線の方程式」

数学Ⅱ

講師

水谷 信也
平面上の点の座標 (3)

〜 平面上の外分点・重心の座標 〜

第 21 回

学習のポイント

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

ラジオ
学習メモ

①
②
③

P

y

xO-1 4 9

5

7

例

3
A

B

m－ n
－ny1＋ my2 

m－ n
－nx1＋ mx2 

2 － 1
-1×(-1)＋ 2×4 

2 － 1
-1 × 3 ＋  2 × 5 2

1

A

CB

G

2

1
2 2

1 1



− 52 −

数学Ⅱ 21 平面上の点の座標 (3) ～平面上の外分点・重心の座標～

▼

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

 ３  三角形の重心の座標の求め方

３点 A(x1，y1)，B(x2，y2)，C(x3，y3)を頂点とする△ABCの重心 Gの座標を求めてみましょう。
辺 BCの中点Mの座標は，

　　 (　　　　    ，      
　   　　　)

です。
△ABCの重心を G(x，y)とすると，
点 Gは中線 AMを 2：1に内分する点なので，

　　x＝　　　　　　　　　　　　＝

　　y＝　　　　　　　　　　　　＝

よって，重心 Gの座標は，

　　 (　　　　  　　  ，　　      
　   　　　)

　　　　３点 A(2，7)，B(－ 4，－ 2)，C(5，4)を頂点とする△ ABCの重心 Gの

 x座標は，x＝　　　　          　　　　　＝　　＝1

 y座標は，y＝　　　　          　　　　　＝　　＝3

よって，G(1，3)　

例
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数学Ⅱ 21 平面上の点の座標 (3) ～平面上の外分点・重心の座標～

▼

このページ掲載の文章・画像の無断転載及び商用利用を固く禁じます。

   ●  三角形の重心が一点で交わり，中線を 2：1に内分する証明   

　  △ ABCで，辺 BCの中点を D，CAの中点を E，ABの中点を Fとする。

　 中線 ADと BEの交点を Gとすると，
　  BD＝ DCより，底辺の長さが等しく，高さが等しい三角形の面積は等しいので
　  △ BDG＝△ DCG＝ S  とおく
　  同様にして，
　  △ CEG＝△ AEG＝ T  とおく
　  また，△ BCEと△ BEAも底辺の長さと高さが等しいので面積が等しい。
　つまり
　△ BCE＝△ BEA　かつ　△ BCE＋△ BEA＝△ ABC　より

　△ BCE＝　　△ ABCが成り立つ。

　同様に△ ADCと△ ABDの面積は等しく

　△ ADC＝　　△ ABCが成り立つので

　△ BCE＝△ ADC，S＝ Tが成り立つ。
　  したがって，△ ACG：△ CDG＝ 2：1より，AG：GD＝ 2：1    ・・・① 

　
　  また，中線 ADと CFの交点を G′とすると，
　  同様にして
　  △ BDG′＝△ DCG′＝ U  とおく
　  さらに，
　  △ AFG′＝△ FBG′＝ V  とおく

　  △ ABD＝△ BCF＝　　△ ABC よ り U＝ V

　  △ ABG′：△ BDG′＝ 2：1より AG′：G′D＝ 2：1    ・・・②
　  ① ② より G＝ G′
　  以上より，3本の中線は 1点で交わり，中線を 2：1に内分する。

　  ※これは，放送の内容に沿った証明で，別の証明法として，Dと Eおよび Dと Fを結んで中点連結の定理を　

　     用いる方法もあります。
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